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奥
お く は ら

原晴
せ い

湖
こ

明治時代に活
かつ

躍
やく

した女流画家　古河市

　天保８年 (1837) －大正２年 (1913)。古河藩大番頭池田政明の四女とし
て生まれる。古河藩士で南画家の枚田水石に学び，中国の先人や狩野派，
渡辺崋山などの作品を数多く模写する。その後，関宿藩士奥原家の養女と
なり，本格的に絵を学ぶため江戸に出て，晴湖と号した。明治のはじめか
ら 20 年代までの間に晴湖の名声はあがり，多くの弟子を指導。門人の中
には，東京美術学校の創設や明治美術界を牽引した岡倉天心もいた。画中
に自作の漢詩句を晴湖独自の書体で書き込んだ，詩書画一致が作品の特徴
である。一生を独身で通し，豪放な絵を描いた晴湖はまさに女傑という名
にふさわしい。絵によって，明治初期における女性の社会進出に大きな一
歩をしるした人物である。

　奥原晴湖は，古河藩の大
おお

番
ばん

頭
がしら

を務
つと

めていた池田繁
しげ

右
え

衛門
もん

政
まさ

明
あき

の四女として生まれ，幼
よう

名
みょう

を「せつ」といいました。父が文
ぶん

武
ぶ

に優
すぐ

れていた武
ぶ

士
し

であったせいか，幼
おさな

いころから
男まさりの勝ち気な性

せい

格
かく

であったようです。習字や読書もよくしたようですが，どちら
かというと学問より柔

じゅう

剣
けんどう

道や絵を好
この

んでいたという風変わりな娘
むすめ

であったといわれてい
ます。絵については，古河藩の南

なん

画
が

＜中国画の一つ＞家，枚
ひら

田
た

水
すい

石
せき

に学び，明
みん

や清
しん

など
の中国の先人たちの作品や，狩

か の う

野派
は

＜江戸幕
ばく

府
ふ

の御用絵師
し

の一派＞や渡
わた

辺
なべ

崋
か

山
ざん

などの，
当時日本を代表する画家の作品を数多く写

うつ

しとったりしていました。
（江戸に出て南画家になりたい。）
　晴湖はこう思うようになりますが，女流画家など考え
ることもできない時代だったので，父は猛

もう

反対をします。
そのうえ，女子が藩を出ることは許

ゆる

されていませんでし
た。しかし，晴湖はあきらめません。何度も何度も父を
説
せっとく

得します。そこで，晴湖はおばの嫁
とつ

ぎ先にあたる関
せきやど

宿
藩
はん

士
し

奥
おくはら

原源
げん

次
じ

左
ざ え

衛門
もん

帯
たてわき

刀の養
ようじょ

女になることにし，藩を出
ることにしました。そして奥原家に３日間滞

たい

在
ざい

した後，
江戸に出ます。この時，晴湖は 29歳

さい

になっていました。
またこのころ，号＜画家としての名＞を「晴湖」とした
といわれています。
　明治元年 (1868)，土

と さ

佐藩
はんしゅ

主であった山
やま

内
うち

容
ようどう

堂の会に
招
しょうたい

待され，男にも勝る堂々とした態
たい

度
ど

で人々に接
せっ

したの
で，容堂にたいへん気に入られたといわれています。そ
してこの会が契

けい

機
き

となり，晴湖は木
き ど

戸孝
たか

允
よし

など大政
せい

治
じ

家
たちと親しい交友関係がもてるようになりました。 「芦

ろ

雁
がん

図
ず

」（茨城県近代美術館蔵）

（古河歴史博物館提供）

ルックアット�




ー 12ー

　晴湖は「女だてらに…。」とか「女だから…。」という考えが大きらいでした。しかも
筋
すじ

の通らないことには相手がどんなに大
だいじんぶつ

人物であっても，決して応
おう

じなかったといわれ
ています。明治４年 (1871) に「断

だんぱつれい

髪令」がでて，男性が髷
まげ

を切り，ザンギリ頭
あたま

になっ
たことに対して，晴湖もまた黒

くろかみ

髪をバッサリと断
た

ち切り，ザンギリ頭になります。それ
以後の晴湖は，一生ザンギリ頭で通し，身なりも男のような格

かっこう

好をしていました。
　明治５年 (1872) のことです。皇

こうごう

后陛
へい

下
か

のお召
め

しにより，御
ご

前
ぜん

揮
き

毫
ごう

＜皇后の前で作品
を書くこと＞をすることになりました。一礼をした晴湖は，ゆうゆうと筆を動かし，見
事な梅の図を描

えが

きあげたといわれています。
　晴湖の作品には，必

かなら

ずといってよいほど，自分で作った漢
かん

詩
し

が書きこまれています。
それはよく見ると，作品の中にどのような漢詩を取りこむかを計算しており，漢詩と絵
が相

あい

まってすばらしい世界をつくりだしているといえます。
　晴湖はまた，多くの弟

で

子
し

たちを指
し

導
どう

しましたが，東京美
び

術
じゅつ

学校〔東京芸術大学〕を
創
そうせつ

設した岡
おかくら

倉天
てんしん

心（P.7 参
さん

照
しょう

）も，明治９年 (1876)，１３歳の時に晴湖の門
もん

人
じん

となって
学んだ一人です。
　女流画家として，男性に交

ま

じって堂々と生きた晴湖は，明治の美術界の女
じょけつ

傑といわれ
るのにふさわしい人物であるとともに，明治初期において，絵という自

みずか

らの実力によっ
て，女性の社会進出に大きな一歩をしるした人物ともいえるでしょう。

古河歴史博物館・奥原晴湖画室（繍
しゅう

水
す い そ う ど う

草堂）
所在地　古河市中央町３－ 10－ 56
内　容　 奥原晴湖の業

ぎょう

績
せき

が紹
しょう

介
かい

されているとともに，多くの作品を所
しょぞう

蔵し，鑑
かん

賞
しょう

す
ることができます。また，晩

ばんねん

年を過ごした画室も併
へいせつ

設，公開しています。

『茨城の顔』（室伏勇・茨城新聞社・１９６９）

『郷土史にかがやく人びと』（青少年育成茨城県民会議・１９７１）

◯文

古河一小

古河駅長谷寺
卍
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